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(57)【要約】
本発明は、布地処理組成物、並びにその使用に関する。そのような布地処理組成物は、有
益剤カプセル及びジアミノスチルベン増白剤を含む。そのような布地処理組成物は、布地
、特に綿布への有益剤カプセルの付着の改善を呈する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　布地処理組成物であって、
　ａ）有益剤カプセルであって、コア材料を封入するシェル材料を含み、前記シェル材料
が、ポリビニルアルコール及びシェル成分に由来し、前記シェル成分が、ポリアクリレー
ト、ポリアミン、メラミンホルムアルデヒド、ポリ尿素、ポリウレタン、多糖類、修飾多
糖類、ホルムアルデヒドで架橋された尿素、グルタルアルデヒドで架橋された尿素、シリ
コーンジオキシド、ケイ酸ナトリウム、ポリエステル、ポリアクリルアミド、及びこれら
の混合物からなるリストから選択され、前記コア材料が有益剤を含む、有益剤カプセルと
、
　ｂ）
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【化１】

（式中、Ｍは好適なカチオンである）
　、及びこれらの混合物
　から選択されるジアミノスチルベン増白剤と、を含む、布地処理組成物。
【請求項２】
　前記ジアミノスチルベン増白剤が、
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【化２】

　、及びこれらの混合物からなるリストから選択され、
　好ましくは、前記ジアミノスチルベン増白剤が、
【化３】

　である、請求項１に記載の布地処理組成物。
【請求項３】
　前記シェル成分が、ポリアクリレート、ポリアミン、ポリ尿素、ポリウレタン、多糖類
、修飾多糖類、ホルムアルデヒドで架橋された尿素、グルタルアルデヒドで架橋された尿
素、シリコーンジオキシド、ケイ酸ナトリウム、ポリエステル、ポリアクリルアミド、及
びこれらの混合物からなるリストから選択され、好ましくは、前記シェル成分が、ポリア
ミン、ポリ尿素、ポリウレタン、ポリアクリレート、及びこれらの混合物からなるリスト
から選択され、より好ましくは、前記シェル成分が、ポリ尿素、ポリアクリレート、及び
これらの混合物から選択される、請求項１又は２に記載の布地処理組成物。
【請求項４】
　前記ジアミノスチルベン増白剤の合計濃度が、前記布地処理組成物の０．０１重量％～
２重量％、好ましくは０．０４重量％～１．５重量％、より好ましくは０．０６重量％～
１重量％、最も好ましくは０．１重量％～０．５重量％である、請求項１～３のいずれか
一項に記載の布地処理組成物。
【請求項５】
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　前記ポリビニルアルコールが、７０％～９９％、好ましくは７５％～９８％、より好ま
しくは８０％～９６％、最も好ましくは８２％～９６％の加水分解度を有する、請求項１
～４のいずれか一項に記載の布地処理組成物。
【請求項６】
　前記ポリビニルアルコールが、４重量％水溶液として、２ｍＰａ．ｓ～１５０ｍＰａ．
ｓ、好ましくは３ｍＰａ．ｓ～７０ｍＰａ．ｓ、より好ましくは４ｍＰａ．ｓ～６０ｍＰ
ａ．ｓ、最も好ましくは５ｍＰａ．ｓ～５５ｍＰａ．ｓの粘度を有する、請求項１～５の
いずれか一項に記載の布地処理組成物。
【請求項７】
　ポリビニルアルコールの増白剤に対する重量比が、１／１～１／５０００、好ましくは
１／２～１／２０００、より好ましくは１／５～１／１０００、最も好ましくは１／１０
～１／５００である、請求項１～６のいずれか一項に記載の布地処理組成物。
【請求項８】
　ジアミノスチルベン増白剤の有益剤カプセルに対する重量比が、５０／１～１／５００
、より好ましくは１０／１～１／２５０、最も好ましくは５／１～１／１００である、請
求項１～７のいずれか一項に記載の布地処理組成物。
【請求項９】
　前記ポリビニルアルコールの濃度が、前記有益剤カプセルの０．０１～２０重量％、好
ましくは０．０５～１０重量％、更により好ましくは０．１～５重量％、最も好ましくは
０．１～２重量％である、請求項１～８のいずれか一項に記載の布地処理組成物。
【請求項１０】
　非イオン性、アニオン性、カチオン性、双性イオン性界面活性剤、及びこれらの組み合
わせから選択される界面活性剤を更に含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の布地処
理組成物。
【請求項１１】
　前記界面活性剤の濃度が、前記布地処理組成物の１重量％～７０重量％、好ましくは１
０重量％～４０重量％、より好ましくは１５重量％～３０重量％である、請求項１～１０
のいずれか一項に記載の布地処理組成物。
【請求項１２】
　前記有益剤カプセルの濃度が、前記布地処理組成物の０．０１重量％～１０重量％、０
．０３重量％～５重量％、０．０５重量％～４重量％である、請求項１～１１のいずれか
一項に記載の布地処理組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の布地処理組成物を含む洗浄水であって、前記ジ
アミノスチルベン増白剤の濃度が、前記洗浄水の０．１～５０重量ｐｐｍ、好ましくは１
～３０重量ｐｐｍ、より好ましくは２～２０重量ｐｐｍである、洗浄水。
【請求項１４】
　布地上への有益剤カプセルの付着を増加させるための、請求項１～１３のいずれか一項
に記載の組成物におけるジアミノスチルベン増白剤の使用。
【請求項１５】
　綿布への有益剤カプセルの付着を増加させるための、請求項１～１３のいずれか一項に
記載の組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有益剤カプセル及びジアミノスチルベン増白剤を含む布地処理組成物、並び
にその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯プロセスで使用される布地処理組成物は、有益剤によって送達される効果を布地に
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もたらす。そのような効果の一例は、増白剤によって提供される色鮮やかな外見の維持で
ある。別の例は、香料によって提供される心地よい匂いである。この分野における問題は
、有益剤、特に香料の多くが、布地処理中に付着しないか又はすすぎ落とされることであ
る。香料及び他の有益剤は高価な成分であるので、使用中の有益剤の送達を改善するため
に封入を使用する場合がある。有益剤カプセルは、典型的には、カプセルが使用中に破砕
され、それによって有益剤を放出するまで、有益剤を収容する。したがって、香料を収容
する有益剤カプセルが破砕されると、香料放出によって爽やかさの効果がもたらされる。
【０００３】
　しかしながら、特に布地繊維などの表面を処理するために使用中に洗浄溶液に希釈され
る布地処理組成物中に有益剤カプセルが含有されている場合（例えば、洗濯洗剤又は布地
柔軟剤）、処理された布地上に有益剤カプセルを効果的に付着させるという課題が残って
いる。付着助剤は、有益剤カプセルの付着を改善することが既に特定されている。しかし
ながら、追加成分には追加のポンプ及び貯蔵タンクが必要になるため、付着助剤を布地処
理組成物に添加すると、製造設備におけるコスト及び複雑さの増大が必要になる。
【０００４】
　したがって、布地処理組成物の処方のコスト及び複雑さを最小限に抑えながら、有益剤
の送達を強化して布地処理組成物の使用中及び使用後に効果をより長く持続させるために
、有益剤カプセルの布地への付着を改善することが依然として必要とされている。
【０００５】
　国際公開第２０１６０４９４５６（Ａ１）号は、活性物質及び当該活性物質を不動化す
るポリマー材料をそれぞれが含有する２つ以上の有益粒子と、負に帯電しているか又は負
に帯電することができるアニオン性化学基をそれぞれが有する１つ以上のバインダーポリ
マーと、正に帯電しているか又は正に帯電することができるカチオン性化学基をそれぞれ
が有する１つ以上の付着ポリマーと、を含有する、カプセル凝集体に関する。国際公開第
２０１７０１３８５号は、コポリマーの特定の混合物によってコーティングされた有益剤
カプセルに関する。米国特許出願公開第２０１７０１８９２８３（Ａ１）号は、付着タン
パク質、例えば、タンパク質－シラノールコポリマー、タンパク質－シランコポリマー、
タンパク質－シロキサンコポリマー、又はカチオン変性タンパク質でコーティングされた
有益剤カプセルを含有するマイクロカプセル組成物に関する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開第２０１６０４９４５６（Ａ１）号
【特許文献２】国際公開第２０１７０１３８５号
【特許文献３】米国特許出願公開第２０１７０１８９２８３（Ａ１）号
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、有益剤カプセルを含む布地処理組成物であって、有益剤カプセルがシェル材
料を含み、当該シェル材料がポリビニルアルコール及びシェル成分に由来する、布地処理
組成物に関する。布地処理は、界面活性剤及びジアミノスチルベン増白剤を更に含む。
【０００８】
　本発明は更に、布地処理組成物を含む洗浄水に関する。
【０００９】
　本発明は更に、有益剤カプセルの付着を改善するためのそのような布地処理組成物の使
用に関する。
【００１０】
　本発明の１つの目的は、有益剤カプセルの付着を改善することである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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　定義
　本発明で使用するとき、用語「布地処理組成物」は、特に指示がない限り、以下を含む
洗浄及び処理組成物のサブセットである：顆粒又は粉末形態の汎用又は「ヘビーデューテ
ィ」洗浄剤、特に、洗浄洗剤；液体、ゲル、又はペースト形態の汎用洗浄剤、特にいわゆ
る強力液体タイプのもの；繊細な布地用の液体洗剤；液体洗浄及び消毒剤、布地コンディ
ショニング製品（液体、固体及び／又は乾燥機シート形態であり得る柔軟剤及び／又はフ
レッシュニング剤を含む）に加えて、漂白添加剤及び「ステインスティック」又は前処理
タイプなどの洗浄補助剤、乾燥機添加シート、乾燥及び湿潤のワイプ及びパッド、不織布
基材、並びにスポンジなどの基材付き製品；加えて、スプレー及びミストを含む。適用可
能なそのような製品は全て、標準形態、濃縮形態、あるいは、そのような製品が特定の態
様では非水性であり得る程度まで高度に濃縮された形態であり得る。
【００１２】
　本明細書で使用するとき、特許請求の範囲において使用される「ａ」及び「ａｎ」など
の冠詞は、特許請求又は記述されるもののうちの１つ以上を意味すると理解される。
【００１３】
　本明細書で使用するとき、用語「含む（include）」、「含む（includes）」、及び「
含んでいる（including）」は、非限定的であることを意味する。
【００１４】
　本明細書で使用するとき、用語「固体」は、顆粒、粉末、バー、レンチル（lentil）、
ビーズ、及びタブレットの製品形態を含む。
【００１５】
　本明細書で使用するとき、用語「流体」は、液体、ゲル、ペースト、スラリー、及び気
体の製品形態を含む。
【００１６】
　別途記載のない限り、全ての構成成分又は組成物の濃度は、当該構成成分又は組成物の
活性部分に関するものであり、かかる構成成分又は組成物の市販の供給源に存在し得る不
純物、例えば残留溶媒又は副生成物は除外される。
【００１７】
　全ての百分率及び比率は、別途記載のない限り、重量基準で計算される。全ての百分率
及び比率は、別途記載のない限り、全組成に基づいて計算される。
【００１８】
　本明細書の全体を通して与えられる全ての最大数値限定は、それよりも小さい全ての数
値限定を、かかるより小さい数値限定があたかも本明細書に明確に記載されているかのよ
うに含むものと理解すべきである。本明細書の全体を通して与えられる全ての最小数値限
定は、それよりも高い全ての数値限定を、かかるより高い数値限定があたかも本明細書に
明確に記載されているかのように含む。本明細書の全体を通して与えられる全ての数値範
囲は、かかるより広い数値範囲内に含まれるより狭い全ての数値範囲を、かかるより狭い
数値範囲があたかも全て本明細書に明確に記載されているかのように含む。
【００１９】
　布地処理組成物
　本発明による布地処理組成物は有益剤カプセルを含み、有益剤カプセルは、コア材料を
封入するシェル材料を含み、当該シェル材料は、ポリビニルアルコール及びシェル成分に
由来し、当該シェル成分は、ポリアミン、メラミンホルムアルデヒド、ポリ尿素、ポリウ
レタン、多糖類、修飾多糖類、ホルムアルデヒドで架橋された尿素、グルタルアルデヒド
で架橋された尿素、シリコーンジオキシド、ケイ酸ナトリウム、ポリエステル、ポリアク
リルアミド、及びこれらの混合物からなるリストから選択され、当該コア材料は、有益剤
を含む。布地処理組成物は、ジアミノスチルベン増白剤、及び好ましくは少なくとも１％
の界面活性剤を更に含む。布地処理組成物は、固体又は液体であってよく、好ましくは、
布地柔軟剤組成物は液体である。
【００２０】
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　ジアミノスチルベン増白剤。
　本発明の布地処理組成物は、
【００２１】
【化１】

　及びこれらの混合物から選択されるジアミノスチルベン増白剤を含み、式中、Ｍは好適
なカチオンであり、好ましくは、ＭはＨ＋又はＮａ＋であり、より好ましくは、ＭはＮａ
＋である。
【００２２】
　驚くべきことに、本発明による選択されたジアミノスチルベン増白剤は、有益剤カプセ
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ルであって、コア材料を封入するシェル材料を含み、当該シェル材料がポリビニルアルコ
ール及びシェル成分に由来する、有益剤カプセルの付着を改善することが見出された。理
論に束縛されるものではないが、付着は、ポリビニルアルコールと本発明によるジアミノ
スチルベン増白剤との間の相互作用によって改善されると考えられる。
【００２３】
　好ましい布地処理組成物では、増白剤は、
【００２４】
【化２】

　及びこれらの混合物からなるリストから選択される。最も好ましくは、増白剤は、
【００２５】
【化３】

　である。
【００２６】
　好適なジアミノスチルベン増白剤の例は、ＢＡＳＦによって供給されるＴｉｎｏｐａｌ
（登録商標）ＤＭＡ－Ｘ、Ｔｉｎｏｐａｌ（登録商標）ＡＭＳ－ＧＸ、Ｔｉｎｏｐａｌ（
登録商標）ＤＭＡ－Ｘ　Ｃｏｎｃ、Ｔｉｎｏｐａｌ（登録商標）ＡＭＳ　Ｓｌｕｒｒｙ　
４３、Ｔｉｎｏｐａｌ（登録商標）５ＢＭ－ＧＸ、３Ｖ　Ｓｉｇｍａによって供給される
Ｏｐｔｉｂｌａｎｃ、及びＭｅｇｈｍａｎｉによって供給されるＭｅｇａｗｈｉｔｅ　Ｄ
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ＭＸ－Ｃという商標名で供給され得る。
【００２７】
　好ましい布地処理組成物では、布地処理組成物中の本発明によるジアミノスチルベン増
白剤の総量の１％未満、より好ましくは０．０１％未満が、有益剤カプセルに封入される
。封入されていないジアミノスチルベン増白剤は、色鮮やかな外見を提供し、処理された
布地への有益剤カプセルの付着を改善する。
【００２８】
　好ましい布地処理組成物では、ジアミノスチルベン増白剤の合計濃度は、当該組成物の
０．０１重量％～２重量％、好ましくは０．０４重量％～１．５重量％、より好ましくは
０．０６重量％～１重量％、最も好ましくは０．１重量％～０．５重量％である。
【００２９】
　好ましい布地処理組成物では、ジアミノスチルベン増白剤の有益剤カプセルに対する比
は、５０／１～１／５００、より好ましくは１０／１～１／２５０、最も好ましくは５／
１～１／１００である。
【００３０】
　本発明の一態様では、布地処理組成物を含む洗浄水中のジアミノスチルベン増白剤の濃
度は、洗浄水の０．１～５０重量ｐｐｍ、好ましくは１～３０重量ｐｐｍ、より好ましく
は２～２０重量ｐｐｍ、更により好ましくは２～１０重量ｐｐｍである。
【００３１】
　ジアミノスチルベン増白剤は、残りの成分を含む布地処理組成物に別個に添加してよい
。
【００３２】
　好ましい布地処理組成物は、本発明によるジアミノスチルベン増白剤を含み、当該ジア
ミノスチルベン増白剤は、布地処理組成物の残りの成分に添加される前に予め混合され、
プレミックスは、ジアミノスチルベン増白剤、水、並びに有機溶媒、非イオン性界面活性
剤、及びこれらの混合物からなるリストから選択される成分を含み、好ましくは、当該有
機溶媒は、ジエチレングリコール、モノエタノールアミン、１，２－プロパンジオール、
及びこれらの混合物からなるリストから選択され、好ましくは、当該非イオン性界面活性
剤は、エトキシル化アルコールである。ジアミノスチルベン増白剤プレミックスは、布地
処理組成物全体にわたる増白剤の均質な分布を促進する。理論に束縛されるものではない
が、本出願人は、ジアミノスチルベン増白剤の均質な分布が、有益剤カプセルの布地への
付着を更に改善すると考えている。
【００３３】
　有益剤カプセル
　布地処理組成物は、コア材料及び当該コア材料を封入するシェル材料を含む有益剤カプ
セルを含み、当該シェル材料は、ポリビニルアルコール及びシェル成分に由来し、当該シ
ェル成分は、ポリアクリレート、ポリアミン、メラミンホルムアルデヒド、ポリ尿素、ポ
リウレタン、多糖類、修飾多糖類、ホルムアルデヒドで架橋された尿素、グルタルアルデ
ヒドで架橋された尿素、シリコーンジオキシド、ケイ酸ナトリウム、ポリエステル、ポリ
アクリルアミド、及びこれらの混合物からなるリストから選択される。
【００３４】
　有益剤カプセルの濃度は、布地処理組成物中の遊離及び封入有益剤の所望の合計濃度に
依存し得る。好ましい布地処理組成物では、有益剤カプセルの濃度は、布地処理組成物の
０．０１重量％～１０重量％、０．０３重量％～５重量％、０．０５重量％～４重量％で
ある。「有益剤カプセルの濃度」とは、本明細書では、シェル材料とコア材料との合計を
意味する。
【００３５】
　好ましい組成物では、当該シェル成分は、ポリアクリレート、ポリアミン、ポリ尿素、
ポリウレタン、多糖類、修飾多糖類、ホルムアルデヒドで架橋された尿素、グルタルアル
デヒドで架橋された尿素、シリコーンジオキシド、ケイ酸ナトリウム、ポリエステル、ポ
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リアクリルアミド、及びこれらの混合物からなるリストから選択され、より好ましくは、
当該シェル成分は、ポリアミン、ポリ尿素、ポリウレタン、ポリアクリレート、及びこれ
らの混合物からなるリストから選択され、更により好ましくは、当該シェル成分は、ポリ
尿素、ポリアクリレート、及びこれらの混合物から選択され、最も好ましくは、当該シェ
ル成分は、ポリアクリレートである。
【００３６】
　シェル成分は、約５０％～約１００％、又は約７０％～約１００％、又は約８０％～約
１００％のポリアクリレートポリマーを含み得る。ポリアクリレートは、ポリアクリレー
ト架橋ポリマーを含み得る。
【００３７】
　シェル材料は、ポリアクリレート、ポリエチレングリコールアクリレート、ポリウレタ
ンアクリレート、エポキシアクリレート、ポリメタアクリレート、ポリエチレングリコー
ルメタクリレート、ポリウレタンメタクリレート、エポキシメタクリレート、及びこれら
の混合物からなる群から選択される材料を含み得る。
【００３８】
　カプセルのシェル材料は、１つ以上の多官能性アクリレート部分が含まれる材料から誘
導されるポリマーを含み得る。多官能性アクリレート部分は、三官能性アクリレート、四
官能性アクリレート、五官能性アクリレート、六官能性アクリレート、七官能性アクリレ
ート、及びこれらの混合物からなる群から選択され得る。多官能性アクリレート部分は、
好ましくは、六官能性アクリレートである。シェル材料は、アクリレート部分、メタクリ
レート部分、アミンアクリレート部分、アミンメタクリレート部分、カルボン酸アクリレ
ート部分、カルボン酸メタクリレート部分、及びこれらの組み合わせ、好ましくはアミン
メタクリレート部分又はカルボン酸アクリレート部分からなる群から選択される部分を含
む、ポリアクリレートを含み得る。
【００３９】
　シェル材料は、１つ以上の多官能性アクリレート部分及び／又はメタクリレート部分が
含まれる材料を含み得る。１つ以上の多官能性アクリレート部分が含まれる材料と１つ以
上のメタクリレート部分が含まれる材料との比は、約９９９：１～約６：４、好ましくは
約９９：１～約８：１、より好ましくは約９９：１～約８．５：１であり得る。
【００４０】
　一態様では、シェル成分は、ポリ尿素又はポリウレタンである。シェル成分がポリ尿素
又はポリウレタンに由来するカプセルは、１つ以上のポリイソシアネート及び１つ以上の
架橋剤を使用して調製することができる。
【００４１】
　ポリイソシアネートは、２つ以上のイソシアネート基、すなわち、Ｏ＝Ｃ＝Ｎ－を有す
る分子であり、当該ポリイソシアネートは、芳香族、脂肪族、直鎖、分枝状、又は環状で
あり得る。特定の実施形態では、ポリイソシアネートは、平均して２～４つの－Ｎ＝Ｃ＝
Ｏ基を含有する。特定の実施形態では、ポリイソシアネートは、少なくとも３つのイソシ
アネート官能基を含有する。特定の実施形態では、ポリイソシアネートは、水不溶性であ
る。
【００４２】
　ポリイソシアネートは、芳香族又は脂肪族のポリイソシアネートであってよい。望まし
い芳香族ポリイソシアネートは、それぞれ、芳香族成分として、フェニル、トリル、キシ
リル、ナフチル若しくはジフェニル部分、又はこれらの組み合わせを有する。特定の実施
形態では、芳香族ポリイソシアネートは、ポリマーメチレンジフェニルジイソシアネート
（「ＰＭＤＩ」）、トルエンジイソシアネートのポリイソシアヌレート、トルエンジイソ
シアネートのトリメチロールプロパン付加物、又はキシリレンジイソシアネートのトリメ
チロールプロパン付加物である。
【００４３】
　好適な脂肪族ポリイソシアネートとしては、ヘキサメチレンジイソシアネートの三量体
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、イソホロンジイソシアネートの三量体、又はヘキサメチレンジイソシアネートのビウレ
ットが挙げられる。更なる例としては、市販されているもの、例えば、ヘキサメチレンジ
イソシアネートに基づく脂肪族水分散性ポリイソシアネートであるＢＡＹＨＹＤＵＲ　Ｎ
３０４及びＢＡＹＨＹＤＵＲ　Ｎ３０５；ヘキサメチレンジイソシアネートに基づく低粘
度多官能性脂肪族ポリイソシアネートであるＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ３６００、ＤＥＳＭＯ
ＤＵＲ　Ｎ３７００、及びＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ３９００；並びにヘキサメチレンジイソ
シアネートに基づく脂肪族ポリイソシアネートであるＤＥＳＭＯＤＵＲ　３６００及びＤ
ＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ１００（これらはそれぞれ、Ｂａｙｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（
Ｐｉｔｔｓｂｕｒｇｈ，Ｐａ．）から入手可能である）が挙げられる。
【００４４】
　壁モノマー（wall monomer）ポリイソシアネートの具体例としては、１，５－ナフチレ
ンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、水素添
加ＭＤＩ（Ｈ１２ＭＤＩ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、テトラメチルキシ
ロールジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、４，４’－ジフェニルジメチルメタンジイソシ
アネート、ジ－及びテトラアルキルジフェニルメタンジイソシアネート、４，４’－ジベ
ンジルジイソシアネート、１，３－フェニレンジイソシアネート、１，４－フェニレンジ
イソシアネート、トリレンジイソシアネート（ＴＤＩ）の異性体、任意で混合物中、１－
メチル－２，４－ジイソシアナトシクロヘキサン、１，６－ジイソシアナト－２，２，４
－トリメチルヘキサン、１，６－ジイソシアナト－２，４，４－トリメチルヘキサン、１
－イソシアナトメチル－３－イソシアナト－１，５，５－トリメチルシクロヘキサン、塩
素化及び臭素化ジイソシアネート、リン含有ジイソシアネート、４，４’－ジイソシアナ
トフェニルペルフルオロエタン、テトラメトキシブタン１，４－ジイソシアネート、ブタ
ン１，４－ジイソシアネート、ヘキサン１，６－ジイソシアネート（ＨＤＩ）、ジシクロ
ヘキシルメタンジイソシアネート、シクロヘキサン１，４－ジイソシアネート、エチレン
ジイソシアネート、フタル酸ビスイソシアナトエチルエステル、また、反応性ハロゲン原
子を有するポリイソシアネート、例えば、１－クロロメチルフェニル２，４－ジイソシア
ネート、１－ブロモメチルフェニル２，６－ジイソシアネート、３，３－ビスクロロメチ
ルエーテル４，４’－ジフェニルジイソシアネートが挙げられる。
【００４５】
　他の好適な市販のポリイソシアネートとしては、ＬＵＰＲＡＮＡＴＥ　Ｍ２０（ＰＭＤ
Ｉ、ＢＡＳＦから市販、イソシアネート基「ＮＣＯ」を３１．５重量％含有）（平均ｎは
０．７である）；ＰＡＰＩ　２７（平均分子量３４０を有し、ＮＣＯを３１．４重量％含
有する、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌから市販されているＰＭＤＩ）（平均ｎは０．７であ
る）；ＭＯＮＤＵＲ　ＭＲ（ＮＣＯを３１重量％以上含有するＰＭＤＩ、Ｂａｙｅｒから
市販）（平均ｎは０．８である）；ＭＯＮＤＵＲ　ＭＲ　Ｌｉｇｈｔ（ＮＣＯを３１．８
重量％含有するＰＭＤＩ、Ｂａｙｅｒから市販）（平均ｎは０．８である）；ＭＯＮＤＵ
Ｒ　４８９（ＮＣＯを３０～３１．４重量％含有する、Ｂａｙｅｒから市販されているＰ
ＭＤＩ）（平均ｎは１．０である）；ポリ［（フェニルイソシアネート）－ｃｏ－ホルム
アルデヒド］（Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ，Ｍｉｌｗａｕｋｅｅ，Ｗｉｓ．）、
ＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｎ３２００（Ｂａｙｅｒから市販されているポリ（ヘキサメチレンジ
イソシアネート））などの他のイソシアネートモノマー、並びにＴＡＫＥＮＡＴＥ　Ｄ１
１０－Ｎ（Ｍｉｔｓｕｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｒｙｅ　Ｂｒ
ｏｏｋ，Ｎ．Ｙ．）から市販されているキシレンジイソシアネート付加物ポリマー、ＮＣ
Ｏを１１．５重量％含有）、ＤＥＳＭＯＤＵＲ　Ｌ７５（Ｂａｙｅｒから市販されている
トルエンジイソシアネートに基づくポリイソシアネート）、ＤＥＳＭＯＤＵＲ　ＩＬ（Ｂ
ａｙｅｒから市販されているトルエンジイソシアネートに基づく別のポリイソシアネート
）、及びＤＥＳＭＯＤＵＲ　ＲＣ（トルエンジイソシアネートのポリイソシアヌレート）
が挙げられる。
【００４６】
　特定の好適なポリイソシアネートの平均分子量は、２５０～１０００Ｄａ、好ましくは
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２７５～５００Ｄａで変動する。一般に、ポリイソシアネート濃度の範囲は、全て有益剤
カプセルの重量に基づいて、０．１％～１０％、好ましくは０．１％～８％、より好まし
くは０．２～５％、更により好ましくは１．５％～３．５％で変動する。
【００４７】
　ポリイソシアネートと共に使用するのに好適な架橋剤（cross-linkers又はcross-linki
ng agents）は、それぞれ、ポリイソシアネートと反応してポリ尿素又はポリウレタンを
形成することができる複数の（すなわち、２つ以上の）官能基（例えば、－ＮＨ－、－Ｎ
Ｈ２、及び－ＯＨ）を含有する。例としては、２つ以上のアミン基を含有する多官能性ア
ミン（例えば、ポリアミン）、２つ以上のヒドロキシル基を含有する多官能性アルコール
（例えば、ポリオール）、エポキシ架橋剤、アクリレート架橋剤、並びに１つ以上のアミ
ン基及び１つ以上のヒドロキシル基を含有するハイブリッド架橋剤が挙げられる。
【００４８】
　架橋剤中のアミン基としては、－ＮＨ２及びＲ＊ＮＨが挙げられ、Ｒ＊は置換及び非置
換のＣ１～Ｃ２０アルキル、Ｃ１～Ｃ２０ヘテロアルキル、Ｃ１～Ｃ２０シクロアルキル
、３～８員ヘテロシクロアルキル、アリール、及びヘテロアリールである。
【００４９】
　そのようなポリアミンの２つの部類としては、以下の構造を有するポリアルキレンポリ
アミンが挙げられる。
【００５０】
【化４】

　式中、Ｒは水素又は－ＣＨ３であり、ｍ、ｎ、ｘ、ｙ、及びｚはそれぞれ独立して０～
２０００の整数（例えば、１、２、３、４又は５）である。
【００５１】
　例としては、エチレンジアミン、１，３－ジアミンプロパン、ジエチレントリアミン、
トリエチレンテトラミン、１，４－ジアミノブタン、ヘキサエチレンジアミン、ヘキサメ
チレンジアミン、ペンタエチレンヘキサミン、メラミンなどが挙げられる。
【００５２】
　別の部類のポリアミンは、以下の種類のポリアルキレンポリアミンである。
【００５３】
【化５】

　式中、Ｒは水素又は－ＣＨ３に等しく、ｍは１～５であり、ｎは１～５であり、例えば
、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラアミンなどである。また、この種の例示的
なアミンとしては、ジエチレントリアミン、ビス（３－アミノプロピル）アミン、ビス（
３－アミノプロピル）－エチレンジアミン、ビス（ヘキサンエチレン）トリアミンも挙げ
られる。
【００５４】
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　本発明で使用することができる別の部類のアミンは、ポリエーテルアミンである。これ
らは、ポリエーテル主鎖の末端に結合した一級アミノ基を含有する。ポリエーテル主鎖は
、通常、プロピレンオキシド（Ｐ０）、エチレンオキシド（ＥＯ）、又は混合Ｐ０／ＥＱ
に基づく。エーテルアミンは、このコア構造に基づいて、モノアミン、ジアミン、又はト
リアミンであり得る。一例は、以下の通りである。
【００５５】
【化６】

【００５６】
　例示的なポリエーテルアミンとしては、２，２－（エチレンジオキシ）－ビス（エチル
アミン）及び４，７，１０－トリオキサ－１，１３－トリデカンジアミンが挙げられる。
【００５７】
　他の好適なアミンとしては、トリス（２－アミノエチル）アミン、トリエチレンテトラ
ミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）－１，３－プロパンジアミン、テトラエチ
レンペンタミン、１，２－ジアミノプロパン、１，２－ジアミノエタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，
Ｎ’－テトラキス（２－ヒドロキシエチル）エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テ
トラキス（２－ヒドロキシプロピル）エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラキ
ス（３－アミノプロピル）－１，４－ブタンジアミン、３，５－ジアミノ－１，２，４－
トリアゾール、分枝状ポリエチレンイミン、２，４－ジアミノ－６－ヒドロキシピリミジ
ン、及び２，４，６－トリアミノピリミジンが挙げられるが、これらに限定されない。
【００５８】
　架橋剤として有用な分枝状ポリエチレンイミンは、典型的には、２００～２，０００，
０００Ｄａ（例えば、８００～２，０００，０００Ｄａ、２，０００～１，０００，００
０Ｄａ、１０，０００～２００，０００Ｄａ、及び２０，０００～１００，０００Ｄａ）
の分子量を有する。
【００５９】
　両性アミン、すなわち、酸としてだけではなく塩基としても反応することができるアミ
ンは、本発明で使用する別の部類のアミンである。両性アミンの例としては、タンパク質
及びアミノ酸、例えば、ゼラチン、Ｌ－リジン、Ｄ－リジン、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アル
ギニン、Ｌ－リジン一塩酸塩、Ｄ－リジン一塩酸塩、Ｌ－アルギニン一塩酸塩、Ｄ－アル
ギニン一塩酸塩、Ｌ－オミチン（omithine）一塩酸塩、Ｄ－オミチン一塩酸塩、又はこれ
らの混合物が挙げられる。
【００６０】
　グアニジンアミン及びグアニジン塩は、本発明で使用する更に別の部類の多官能性アミ
ンである。例示的なグアニジンアミン及びグアニジン塩としては、１，３－ジアミノグア
ニジン一塩酸塩、１，１－ジメチルビグアニド塩酸塩、炭酸グアニジン、及び塩酸グアニ
ジンが挙げられるが、これらに限定されない。
【００６１】
　アミンの市販例としては、上に示した構造を有するＪＥＦＦＡＭＩＮＥ　ＥＤＲ－１４
８（式中、ｎ＝２）、ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ　ＥＤＲ－１７６（式中、ｎ＝３）（Ｈｕｎｔ
ｓｍａｎ製）が挙げられる。他のポリエーテルアミンとしては、ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ　Ｅ
Ｄシリーズ、ＪＥＦＦＡＭＩＮＥ　ＴＲＩＡＭＩＮＥＳ、ＢＡＳＦ（Ｌｕｄｗｉｇｓｈａ
ｆｅｎ，Ｇｅｒｍａｎｙ）製のＬＵＰＡＳＯＬグレード（例えば、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＦＧ
、ＬＵＰＡＳＯＬ　Ｇ２０水不含、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＰＲ　８５１５、ＬＵＰＡＳＯＬ　
ＷＦ、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＦＣ、ＬＵＰＡＳＯＬ　Ｇ２０、ＬＵＰＡＳＯＬ　Ｇ３５、ＬＵ
ＰＡＳＯＬ　Ｇ１００、ＬＵＰＡＳＯＬ　Ｇ５００、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＨＦ、ＬＵＰＡＳ
ＯＬ　ＰＳ、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＨＥＯ　１、ＬＵＰＡＳＯＬ　ＰＮＳＯ、ＬＵＰＡＳＯＬ
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　ＰＮ６Ｏ、ＬＵＰＡＳＯＬ　Ｐ０１００、及びＬＵＰＡＳＯＬ　ＳＫ）のポリエチレン
イミンが挙げられる。他の市販のポリエチレンイミンとしては、ＮＩＰＰＯＮ　ＳＨＯＫ
ＵＢＡＩ（Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，Ｎ．Ｙ）製のＥＰＯＭＩＮ　Ｐ－１０００、ＥＰＯＭＩＮ
　Ｐ－１０５０、ＥＰＯＭＩＮ　ＲＰ１８Ｗ、及びＥＰＯＭＩＮ　ＰＰ－０６１が挙げら
れる。ＬＵＰＡＭＩＮＥグレードでＢＡＳＦによって販売されているものなどのポリビニ
ルアミンを使用することもできる。広範囲のポリエーテルアミンが当業者によって選択さ
れ得る。特定の実施形態では、架橋剤は、ヘキサメチレンジアミン、ポリエーテルアミン
、又はこれらの混合物である。
【００６２】
　多官能性アミン、多官能性アルコール、又はハイブリッド架橋剤の範囲は、有益剤カプ
セルの０．１重量％～５重量％（例えば、０．２重量％～３重量％、０．２重量％～２重
量％、０．５重量％～２重量％、又は０．５重量％～１重量％）で変動し得る。
【００６３】
　カプセルは乳化剤を含み得、当該乳化剤は、好ましくは、アニオン性乳化剤、非イオン
性乳化剤、カチオン性乳化剤、又はこれらの混合物から選択され、好ましくは非イオン性
乳化剤である。
【００６４】
　カプセルのシェル材料は、ポリビニルアルコールに由来し、好ましくは、カプセルの０
．０１～２０重量％、より好ましくは０．０５～１０重量％、更により好ましくは０．１
～５重量％、最も好ましくは０．１～２重量％の濃度である。ポリビニルアルコールは、
カプセルのシェル内に部分的に存在していてよく、シェルの外表面上に部分的に存在して
いてよい。
【００６５】
　好ましくは、ポリビニルアルコールは、少なくとも１つの以下の特性、又はこれらの混
合を有する。
　（ｉ）７０％～９９％、好ましくは７５％～９８％、より好ましくは８０％～９６％、
より好ましくは８２％～９６％、最も好ましくは８６％～９４％の加水分解度、
　（ｉｉ）２０℃の４％水溶液において、２ｍＰａ．ｓ～１５０ｍＰａ．ｓ、好ましくは
３ｍＰａ．ｓ～７０ｍＰａ．ｓ、より好ましくは４ｍＰａ．ｓ～６０ｍＰａ．ｓ、更によ
り好ましくは５ｍＰａ．ｓ～５５ｍＰａ．ｓの粘度。
【００６６】
　好ましい布地処理組成物では、ポリビニルアルコールのジアミノスチルベン増白剤に対
する重量比は、１／１～１／５０００、好ましくは１／２～１／２０００、より好ましく
は１／５～１／１０００、最も好ましくは１／１０～１／５００である。
【００６７】
　好適なポリビニルアルコール材料は、Ｓｅｌｖｏｌ　５４０　ＰＶＡ（Ｓｅｋｉｓｕｉ
　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ）、Ｍｏｗｉｏｌ　１
８－８８＝Ｐｏｖａｌ　１８－８８、Ｍｏｗｉｏｌ　３－８３、Ｍｏｗｉｏｌ　４－９８
＝Ｐｏｖａｌ　４－９８（Ｋｕｒａｒａｙ）、Ｐｏｖａｌ　ＫＬ－５０６＝Ｐｏｖａｌ　
６－７７　ＫＬ（Ｋｕｒａｒａｙ）、Ｐｏｖａｌ　Ｒ－１１３０＝Ｐｏｖａｌ　２５－９
８　Ｒ（Ｋｕｒａｒａｙ）、Ｇｏｈｓｅｎｘ　Ｋ－４３４（Ｎｉｐｐｏｎ　Ｇｏｈｓｅｉ
）から選択され得る。
【００６８】
　香料組成物は、布地処理組成物で処理された布地の匂いを改善する好ましい封入有益剤
である。香料組成物は、香料原材料を含む。封入有益剤は、精油、悪臭低減剤、臭気制御
剤、シリコーン、及びこれらの組み合わせを更に含み得る。
【００６９】
　香料原材料は、典型的には、カプセルの１０重量％～９９重量％、好ましくは２０重量
％～９８重量％、より好ましくは７０重量％～９６重量％の量で存在する。
【００７０】
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　香料組成物は、３．０未満のｌｏｇＰ及び２５０℃未満の沸点を特徴とする香料原材料
を、香料組成物の２．５重量％～３０重量％、好ましくは５重量％～３０重量％含み得る
。
【００７１】
　香料組成物は、３．０未満のｌｏｇＰ及び２５０℃超の沸点を有することを特徴とする
香料原材料を、香料組成物の５重量％～３０重量％、好ましくは７重量％～２５重量％の
、３．０未満含み得る。香料組成物は、３．０超のｌｏｇＰ及び２５０℃未満の沸点を有
することを特徴とする香料原材料を、香料組成物の３５重量％～６０重量％、好ましくは
４０重量％～５５重量％含み得る。香料組成物は、３．０超のｌｏｇＰ及び２５０℃超の
沸点を有することを特徴とする香料原材料を、香料組成物の１０重量％～４５重量％、好
ましくは１２重量％～４０重量％含み得る。
【００７２】
　好ましくは、コアは分配変性剤も含む。好適な分配変性剤としては、植物油、変性植物
油、プロパン－２－イルテトラデカノエート、及びこれらの混合物が挙げられる。変性植
物油は、エステル化及び／又は臭素化されたものであり得る。植物油は、ヒマシ油及び／
又はダイズ油を含む。分配変性剤は、プロパン－２－イルテトラデカノエートであり得る
。分配変性剤は、コアの総重量に基づいて、１０％超、又は１０％超～約８０％、又は２
０％超～約７０％、又は２０％超～約６０％、又は約３０％～約６０％、又は約３０％～
約５０％の濃度でコア内に存在し得る。
【００７３】
　好ましくは、カプセルは、０．５マイクロメートル～１００マイクロメートル、好まし
くは１マイクロメートル～６０マイクロメートル、更により好ましくは５マイクロメート
ル～４５マイクロメートルの体積加重平均粒径を有する。
【００７４】
　例えば、ポリアクリレート有益剤カプセルは、Ｅｎｃａｐｓｙｓ（８２５　Ｅａｓｔ　
Ｗｉｓｃｏｎｓｉｎ　Ａｖｅ，Ａｐｐｌｅｔｏｎ，ＷＩ　５４９１１）から購入すること
ができ、例えば有益剤として香料を用いて、以下の通り作製することができる：３７．５
ｇの香料、０．２ｇのｔｅｒｔ－ブチルアミノエチルメタクリレート、及び０．２ｇのβ
－ヒドロキシエチルアクリレートからなる第１の油相を、約１時間混合した後、１８ｇの
ＣＮ９７５（Ｓａｒｔｏｍｅｒ（Ｅｘｔｅｒ，ＰＡ））を添加する。後のプロセスで必要
になるまで、溶液を混合させる。
【００７５】
　６５ｇの香油、８４ｇのイソプロピルミリステート、１ｇの２，２’－アゾビス（２－
メチルブチロニトリル）、及び０．８ｇの４，４’－アゾビス［４－シアノ吉草酸］から
なる第２の油相を、ジャケット付鋼製反応器に添加する。反応器を３５℃で保持し、油溶
液を、２”フラットブレードミキサーで５００ｒｐｍにて混合する。窒素ブランケットを
、３００ｃｃ／分の速度で反応器に適用する。溶液を４５分間で７０℃まで加熱し、７０
℃で４５分間保持し、その後７５分間で５０℃まで冷却する。５０℃で、第１の油相を添
加し、合わせた油を５０℃で更に１０分間混合する。
【００７６】
　固形分５％のＳｅｌｖｏｌ　５４０　ＰＶＡ（Ｓｅｋｉｓｕｉ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ）８５ｇ、水２６８ｇ、４，４’－アゾビス［
４－シアノ吉草酸］１．２ｇ、及び２１．５％ＮａＯＨ１．１ｇを含有する水相を調製し
、４，４’－アゾビス［４－シアノ吉草酸］が溶解するまで混合する。
【００７７】
　油相温度が５０℃まで低下したら、混合を停止し、水相を混合油に添加する。高剪断撹
拌を適用して、所望のサイズ特性を有するエマルジョンを生成する（１９００ｒｐｍで６
０分間）。
【００７８】
　温度を３０分間で７５℃まで上昇させ、７５℃で４時間保持し、３０分間で９５℃まで
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上昇させ、９５℃で６時間保持する。
【００７９】
　界面活性剤
　好ましい布地処理組成物では、組成物は、１重量％～７０重量％、好ましくは１０重量
％～４０重量％、より好ましくは１５重量％～３０重量％の濃度の界面活性剤を更に含む
。
【００８０】
　界面活性剤は、典型的には、アニオン性界面活性剤を含む。好ましい布地処理組成物で
は、界面活性剤は、１重量％～５０重量％、好ましくは１０重量％～４０重量％、より好
ましくは１５重量％～３０重量％の濃度のアニオン性界面活性剤を含み得る。
【００８１】
　好適なアニオン性界面活性剤は、アルキルサルフェート、アルキルエトキシサルフェー
ト、アルキルスルホネート、アルキルベンゼンスルホネート、脂肪酸及びその塩、並びに
これらの混合物からなる群から選択され得る。しかしながら、Ｗ．Ｍ．Ｌｉｎｆｉｅｌｄ
，Ｍａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ編「Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　Ｓｅｒｉｅ
ｓ」、Ｖｏｌ．７に開示されるものなどの、洗剤組成物の技術分野において既知のあらゆ
るアニオン性界面活性剤を本質的に使用することができる。しかしながら、塩基混合物は
、好ましくは少なくともスルホン酸界面活性剤、例えば直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
を含むが、水溶性塩形態も使用できる。
【００８２】
　本明細書に用いるのに好適なアニオン性スルホネート又はスルホン酸界面活性剤として
は、酸及び塩形態の、直鎖又は分枝状のＣ５～Ｃ２０、より好ましくはＣ１０～Ｃ１６、
より好ましくはＣ１１～Ｃ１３アルキルベンゼンスルホネート、Ｃ５～Ｃ２０アルキルエ
ステルスルホネート、Ｃ６～Ｃ２２一級又は二級アルカンスルホネート、Ｃ５～Ｃ２０ス
ルホン化ポリカルボン酸、及びこれらの任意の混合物が挙げられるが、好ましくはＣ１１
～Ｃ１３アルキルベンゼンスルホネートである。上記界面活性剤は、その２－フェニル異
性体含有率が幅広く異なり得る。
【００８３】
　本発明の組成物に使用するのに好適なアニオン性サルフェート塩としては、９～２２個
の炭素原子又はより好ましくは１２～１８個の炭素原子を有する直鎖又は分枝状アルキル
又はアルケニル部分を有する、第一級及び二級アルキルサルフェートが挙げられる。（界
面活性剤又は混合物の）重量平均分枝度が少なくとも５０％である、β－分枝状アルキル
サルフェート界面活性剤、又は市販の物質の混合物も同様に有用である。
【００８４】
　中鎖分枝状アルキルサルフェート又はスルホネートもまた、本発明の組成物に使用する
のに好適なアニオン性界面活性剤である。好ましいものは、Ｃ５～Ｃ２２の、好ましくは
Ｃ１０～Ｃ２０の中鎖分枝状アルキル一級サルフェートである。混合物を使用する場合、
アルキル部分の炭素原子の好適な平均合計数は、好ましくは１４．５超～１７．５の範囲
内である。好ましいモノ－メチル－分枝状一級アルキルサルフェートは、３－メチル～１
３－メチルペンタデカノールサルフェート、対応するヘキサデカノールサルフェート、及
びこれらの混合物からなる群から選択される。ジメチル誘導体、又は軽度の分枝を有する
他の生分解性のアルキルサルフェートも同様に使用することができる。
【００８５】
　本明細書で使用するのに好適な他のアニオン性界面活性剤としては、脂肪族メチルエス
テルスルホネート、及び／又はアルキルエチオキシサルフェート（ＡＥＳ）などのアルキ
ルアルコキシル化サルフェート、及び／又はアルキルポリアルコキシル化カルボキシレー
ト（ＡＥＣ）が挙げられる。
【００８６】
　アニオン性界面活性剤は、典型的には、アルカノールアミン、又はナトリウム及びカリ
ウムなどのアルカリ金属とのそれらの塩の形態で存在する。
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【００８７】
　安定性の改善のために、布地処理組成物は、直鎖アルキルベンゼンスルホネート界面活
性剤の割合が０．１～５、好ましくは０．２５～３、より好ましくは０．７５～１．５に
なるように、直鎖アルキルベンゼンスルホネート界面活性剤及びアルキルアルコキシル化
サルフェート界面活性剤を含み得る。使用する場合、アルキルアルコキシル化サルフェー
ト界面活性剤は、好ましくは、１つ以上のアルキルエトキシル化サルフェートのブレンド
であり、より好ましくは１～１０、最も好ましくは１．８～４のエトキシル化度を有する
。
【００８８】
　布地処理組成物は、非イオン性界面活性剤を含んでいてもよい。布地処理組成物中の非
イオン性界面活性剤の濃度は、１０重量％未満、好ましくは５重量％未満、より好ましく
は１重量％未満、最も好ましくは０．５重量％未満の濃度で存在し得る。
【００８９】
　好適な非イオン性界面活性剤として、いわゆるピークの狭いアルキルエトキシレートを
含むＣ１２～Ｃ１８アルキルエトキシレート（「ＡＥ」）、及びＣ６～Ｃ１２アルキルフ
ェノールアルコキシレート（特にエトキシレート及びエトキシ／プロポキシ混合物）、Ｃ
６～Ｃ１２アルキルフェノールのブロック型アルキレンオキシド縮合体、Ｃ８～Ｃ２２ア
ルカノールのアルキレンオキシド縮合体、及びエチレンオキシド／プロピレンオキシドブ
ロックポリマー（Ｐｌｕｒｏｎｉｃ、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．）が挙げられるが、これらに
限定されず、並びに、半極性の非イオン性物質（例えば、アミンオキシド及びホスフィン
オキシド）を本発明の組成物に使用することができる。これらの種類の界面活性剤の広範
囲の開示が、米国特許第３，９２９，６７８号（Ｌａｕｇｈｌｉｎら、１９７５年１２月
３０日発行）に見出される。
【００９０】
　米国特許第４，５６５，６４７号（Ｌｌｅｎａｄｏ）に開示されているようなアルキル
多糖類もまた本発明の組成物で有用な非イオン性界面活性剤である。
【００９１】
　アルキルポリグルコシド界面活性剤も好適である。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、有用である非イオン性界面活性剤として、式Ｒ１（ＯＣ２Ｈ

４）ｎＯＨのものが挙げられ、式中、Ｒ１は、Ｃ１０～Ｃ１６アルキル基又はＣ８～Ｃ１
２アルキルフェニル基であり、ｎは好ましくは３～８０である。いくつかの実施形態では
、非イオン性界面活性剤は、アルコール１モル当たり５～２０モルのエチレンオキシドと
Ｃ１２～Ｃ１５アルコール、例えば、アルコール１モル当たり６．５モルのエチレンオキ
シドと縮合したＣ１２～Ｃ１３アルコールの縮合生成物であり得る。
【００９３】
　追加の好適な非イオン性界面活性剤としては、以下の式のポリヒドロキシ脂肪酸アミド
が挙げられる。
【００９４】
【化７】

　式中、ＲはＣ９～１７アルキル又はアルケニルであり、Ｒ１はメチル基であり、Ｚは還
元糖に由来するグリシジル又はそのアルコキシル化誘導体である。例としては、Ｎ－メチ
ルＮ－１－デオキシグルシチルココアミド及びＮ－メチルＮ－１－デオキシグルシチルオ
レアミドが挙げられる。ポリヒドロキシ脂肪酸アミドの製造プロセスは既知であり、米国
特許第２，９６５，５７６号（Ｗｉｌｓｏｎ）及び同第２，７０３，７９８号（Ｓｃｈｗ
ａｒｔｚ）に見出すことができる。
【００９５】
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　布地処理組成物は、双性イオンを含んでいてもよい。低濃度の双性イオンであっても、
布地処理組成物、特に有機非アミノ官能性溶媒をほとんど又は全く含まない組成物の安定
性を改善することがわかっている。双性イオンは、０．１重量％～５重量％、好ましくは
０．２重量％～２重量％、より好ましくは０．４重量％～１重量％の濃度で存在し得る。
【００９６】
　双性イオン性洗浄性界面活性剤としては、ヘアケア又は他のパーソナルケア洗浄に使用
することが知られているものが挙げられる。好適な双性イオンの非限定的な例は、米国特
許第５，１０４，６４６号（Ｂｏｌｉｃｈ　Ｊｒ．ら）、米国特許第５，１０６，６０９
号（Ｂｏｌｉｃｈ　Ｊｒ．ら）に記載されている。双性イオン性洗浄性界面活性剤は、当
該技術分野において周知であり、脂肪族ラジカルが直鎖又は分枝鎖であってよく、脂肪族
置換基のうちの１つが８～１８個の炭素原子を含有し、１つがアニオン性基、例えばカル
ボキシ、スルホネート、サルフェート、ホスフェート又はホスホネートを含有する、脂肪
族第四級アンモニウム、ホスホニウム、及びスルホニウム化合物の誘導体として広義に説
明される界面活性剤が挙げられる。ベタインも好適な双性イオン性界面活性剤である。
【００９７】
　布地処理組成物は、双性イオン性ポリアミンを含んでいてもよい。好適な双性イオン性
ポリマーは、様々なレベルの製品増強、とりわけ、界面活性剤による粘土汚れ除去の促進
、高汚れ負荷用途におけるより大きな有効性を達成するために、アミノ単位を連結する骨
格単位が配合者によって修飾されていてよいポリアミン主鎖で構成され得る。主鎖組成物
の修飾に加えて、配合者は、好ましくは、主鎖アミノ単位の水素のうちの１つ以上を他の
単位、とりわけ、末端アニオン性部分を有するアルキレンオキシ単位で置換してもよい。
加えて、主鎖の窒素をＮ－オキシドに酸化させてもよい。好ましくは、ポリアミン主鎖の
窒素のうちの少なくとも２つが四級化される。
【００９８】
　溶媒
　布地処理組成物は、有機非アミノ官能性溶媒を含み得る。存在する場合、有機非アミノ
官能性溶媒は、好ましくは、有機非アミノ官能性溶媒の４０重量％未満、より好ましくは
１５重量％未満、より好ましくは１重量％～１０重量％、より好ましくは１．２重量％～
７．５重量％、最も好ましくは１．２重量％～５．０重量％の濃度で存在する。本明細書
で使用するとき、「非アミノ官能性有機溶媒」は、アミノ官能基を不含で、更には窒素も
不含の任意の溶媒を指す。非アミノ官能性溶媒としては、例えば、メタノール、エタノー
ル及び／若しくはプロパノールなどのＣ１～Ｃ５アルカノール、並びに／又は１－エトキ
シペンタノール；Ｃ２～Ｃ６ジオール；Ｃ３～Ｃ８アルキレングリコール；Ｃ３～Ｃ８ア
ルキレングリコールモノ低級アルキルエーテル；グリコールジアルキルエーテル；低分子
量ポリエチレングリコール；グリセロールなどのＣ３～Ｃ９トリオール；並びにこれらの
混合物が挙げられる。より具体的には、非アミノ官能性溶媒は、周囲温度及び圧力（すな
わち、２１℃及び１気圧）で液体であり、炭素、水素、及び酸素を含む。
【００９９】
　使用する場合、有機非アミノ官能性溶媒の混合物、特に、プロパノール、ブタノール、
イソプロパノールなどの低級脂肪族アルコールの混合物、及び／又は１，２－プロパンジ
オール若しくは１，３－プロパンジオールなどのジオール；グリセロール；ジエチレング
リコール、又はこれらの混合物が非常に好ましい。好ましいものは、プロパンジオール（
特に、１，２－プロパンジオール）、又はプロパンジオールとジエチレングリコールとの
混合物である。
【０１００】
　ヒドロトロープ
　好適な布地処理組成物は、ヒドロトロープを含み得る。存在する場合、ヒドロトロープ
は、好ましくは、液体組成物の１重量％未満、より好ましくは０．１重量％～０．５重量
％の濃度で存在する。好適なヒドロトロープとしては、米国特許第３，９１５，９０３号
に開示されているような、アニオン型のヒドロトロープ、特にキシレンスルホン酸ナトリ
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ウム、キシレンスルホン酸カリウム、及びキシレンスルホン酸アンモニウム、トルエンス
ルホン酸ナトリウム、トルエンスルホン酸カリウム及びトルエンスルホン酸アンモニウム
、クメンスルホン酸ナトリウム、クメンスルホン酸カリウム及びクメンスルホン酸アンモ
ニウム、並びにこれらの混合物が挙げられる。誤解を避けるために、双性イオンでもある
ヒドロトロープは、本発明の組成物では双性イオンであるとみなされる。
【０１０１】
　塩
　布地処理組成物は、炭酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム（重炭酸ナトリウム）、塩化
マグネシウム、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ジエチレントリアミン五酢酸（Ｄ
ＴＰＡ）、ヒドロキシエタンジホスホン酸（ＨＥＤＰ）、クエン酸ナトリウム、塩化ナト
リウム、クエン酸、塩化カルシウム、ギ酸ナトリウム、ジエチレントリアミンペンタメチ
レンホスホン酸、及びこれらの混合物からなる群から選択される非界面活性剤塩を含み得
る。そのような非界面活性剤塩を使用して、存在する液晶相、特にラメラ相の量を増加さ
せることができる。布地処理組成物中に１．５重量％～１０重量％、より好ましくは２．
５重量％～７重量％、最も好ましくは３重量％～５重量％の濃度の非界面活性剤塩を提供
するように、非界面活性剤塩を添加してよい。
【０１０２】
　布地処理組成物は、好ましくは、１５％～８５％、好ましくは５％～７０％、より好ま
しくは１０％～６０％の液晶相を含む。
【０１０３】
　布地処理組成物は、好ましくは、水を含む。水含有量は、布地処理組成物の１０重量％
～９０重量％、好ましくは２５重量％～８０重量％、より好ましくは４５重量％～７０重
量％の濃度で存在し得る。
【０１０４】
　補助材料
　布地処理組成物は、ポリマー付着助剤、有機ビルダー及び／又はキレート剤、酵素、酵
素安定剤、色相染料、微粒子材料、洗浄ポリマー、外部構造化剤、並びにこれらの混合物
からなる群から選択されるものなどの追加成分を含み得る。
【０１０５】
　ポリマー付着助剤：塩基混合物は、０．１％～７％、より好ましくは０．２％～３％の
ポリマー付着助剤を含み得る。本明細書で使用するとき、「付着助剤ポリマー」は、洗濯
時の、布地ケア有益剤の布地への付着を有意に向上させる、任意のカチオン性ポリマー又
はカチオン性ポリマーの組み合わせを指す。好適なポリマー付着助剤は、カチオン性多糖
類及び／又はコポリマーを含むことができる。「有益剤」は、本明細書で使用するとき、
布地ケア効果をもたらすことができる任意の物質を指す。布地ケア有益剤の非限定的な例
としては、シリコーン誘導体、油性糖誘導体、分散性ポリオレフィン、ポリマーラテック
ス、カチオン性界面活性剤、及びこれらの組み合わせが挙げられる。好ましくは、付着助
剤はカチオン性又は両性ポリマーである。ポリマーのカチオン電荷密度は、好ましくは０
．０５ミリ当量／ｇ～６ミリ当量／ｇの範囲である。電荷密度は、繰り返し単位当たりの
正味電荷数を繰り返し単位の分子量で除算して計算される。一実施形態では、電荷密度は
０．１ミリ当量／ｇ～３ミリ当量／ｇの間で変化する。正電荷は、ポリマーの主鎖又はポ
リマーの側鎖上に存在し得る。
【０１０６】
　有機ビルダー及び／又はキレート剤：塩基混合物は、０．６重量％～１０重量％、好ま
しくは２～７重量％の１つ以上の有機ビルダー及び／又はキレート剤を含み得る。好適な
有機ビルダー及び／又はキレート剤は、ＭＥＡシトレート、クエン酸、アミノアルキレン
ポリ（アルキレンホスホネート）、アルカリ金属エタン１－ヒドロキシジスホスホネート
、及びニトリロトリメチレン、ホスホネート、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホ
スホン酸）（ＤＴＰＭＰ）、エチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）（ＤＤＴＭ
Ｐ）、ヘキサメチレンジアミンテトラ（メチレンホスホン酸）、ヒドロキシ－エチレン１
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，１ジホスホン酸（ＨＥＤＰ）、ヒドロキシエタンジメチレンホスホン酸、エチレンジア
ミンジコハク酸（ＥＤＤＳ）、エチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ヒドロキシエチル
エチレンジアミン三酢酸（ＨＥＤＴＡ）、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）、メチルグリシン二
酢酸（ＭＧＤＡ）、イミノ二コハク酸（ＩＤＳ）、ヒドロキシエチルイミノ二コハク酸（
ＨＩＤＳ）、ヒドロキシエチルイミノ二酢酸（ＨＥＩＤＡ）、グリシン二酢酸（ＧＬＤＡ
）、ジエチレントリアミン五酢酸（ＤＴＰＡ）、Ｔｉｒｏｎ（商標）などのカテコールス
ルホネート、並びにこれらの混合物からなる群から選択される。
【０１０７】
　色相染料：色相染料、シェーディング染料、又は布地シェーディング剤若しくは色相剤
は、流体洗濯洗剤組成物における有用な洗濯補助剤である。洗濯におけるこれらの材料の
歴史は長く、何年も前の「洗濯用青味剤」の使用に端を発する。より最近の開発としては
、亜鉛又はアルミニウムの中心原子を有するスルホン化フタロシアニン染料の使用が挙げ
られ、更により最近では、その色相又はシェーディング効果のために多種多様な他の青色
及び／又は紫色染料が使用されている。例えば、国際公開第２００９／０８７５２４（Ａ
１）号、同第２００９／０８７０３４（Ａ１）号、及びこれらの参照文献を参照されたい
。本明細書における流体洗濯洗剤組成物は、典型的には、０．００００３重量％～０．１
重量％、０．００００８重量％～０．０５重量％、又は更には０．０００１重量％～０．
０４重量％の布地色相剤を含む。
【０１０８】
　微粒子材料：好適な微粒子材料は、例えば、封入形態の香料、漂白剤、及び酵素などの
封入成分を有する、粘土、泡抑制剤、マイクロカプセル、又は真珠光沢剤、顔料粒子、雲
母などの審美補助剤である。特に好ましい微粒子材料は、マイクロカプセル、特に香料マ
イクロカプセルである。マイクロカプセルは、典型的には、少なくとも部分的に、好まし
くは完全に壁材料で有益剤を包囲することによって形成される。好ましくは、マイクロカ
プセルは香料マイクロカプセルであり、当該有益剤は１つ以上の香料原材料を含む。好適
な使用濃度は、布地処理組成物の０．０００１重量％～５重量％又は０．１重量％～１重
量％である。
【０１０９】
　香料：好適な香料は当該技術分野において公知であり、典型的には、０．００１～１０
重量％、好ましくは０．０１重量％～５重量％、より好ましくは０．１重量％～３重量％
の濃度で組み込まれる。
【０１１０】
　洗浄ポリマー：好適な洗浄ポリマーは、表面及び布地の広範な汚れ洗浄並びに／又は汚
れの懸濁を提供する。任意の好適な洗浄ポリマーを使用することができる。有用な洗浄ポ
リマーは、米国特許出願公開第２００９／０１２４５２８（Ａ１）号に記載されている。
洗浄ポリマーの有用な部類の非限定的な例としては、両親媒性アルコキシル化グリース洗
浄ポリマー、粘土汚れ洗浄ポリマー、汚れ放出ポリマー、及び汚れ懸濁ポリマーが挙げら
れる。
【０１１１】
　外部構造化剤：好ましい外部構造化剤は、非高分子結晶性ヒドロキシル官能性構造化剤
、例えば硬化ヒマシ油；微小繊維状セルロース；非荷電性ヒドロキシエチルセルロース；
非荷電性疎水変性ヒドロキシエチルセルロース；疎水変性エトキシル化ウレタン；疎水変
性非イオン性ポリオール；及びこれらの混合物からなる群から選択されるものなどの非荷
電性外部構造化剤である。
【０１１２】
　ジアミノスチルベン増白剤を含む布地処理組成物の使用
　出願人らは、驚くべきことに、本発明による布地処理組成物中のジアミノスチルベン増
白剤が、有益剤カプセルの付着を改善することを見出した。理論に束縛されるものではな
いが、出願人らは、ジアミノスチルベン増白剤と有益剤カプセルのポリビニルアルコール
との間の相互作用によって、付着、特に綿布に対する親和性が改善されると考えている。
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【０１１３】
　方法
　有益剤カプセルの付着を測定する方法
　蛍光カプセルは、Ｉｎｄ．Ｅｎｇ．Ｃｈｅｍ．Ｒｅｓ．（２０１２），５１，１６７４
１に記載の通り、少量の蛍光染料、Ｓｉｇｍａ　Ａｌｄｒｉｃｈ製のピロメテン５４６（
ＰＭ５４６）と組み合わせて香油を封入することによって調製されている。蛍光染料を抽
出するために、蛍光カプセルで処理した布地を６０Ｃのエタノールに浸漬した。エタノー
ル溶液から少量のアリコートを採取し、その蛍光強度（励起＝４９５ｎｍ、発光＝５０５
ｎｍ、スリット幅＝５ｍｍ）を蛍光光度計（Ｐｅｒｋｉｎ　Ｅｌｍｅｒ　ＬＳ５０）で測
定した。蛍光強度は、布地上に付着した蛍光カプセルの量に比例する。
【０１１４】
　ポリビニルアルコール溶液の粘度を測定する方法
　粘度は、４．００％＋／－０．０５％固体で、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＬＶシリーズ粘
度計又はそれに相当する装置を使用して測定する。
【０１１５】
　ａ．ポリビニルアルコールの４．００％＋／－０．０５％固形分溶液を調製する。
　５００ｍＬビーカー及び撹拌機を秤量する。重量を記録する。１６．００＋／－０．０
１グラムのポリビニルアルコールサンプルをビーカーに添加する。約３５０～３７５ｍＬ
の脱イオン水をビーカーに添加し、溶液を撹拌する。カバープレートを有する温水浴にビ
ーカーを入れる。中程度の速度で４５分間～１時間、又はポリビニルアルコールが完全に
溶解するまで撹拌する。撹拌機をオフにする。ビーカーを約２０℃に冷却する。
　ビーカーの最終重量を以下のように計算する。
　最終重量＝（空ビーカー及び撹拌機の重量）＋（小数点×４００とした固体％）
　例：空ビーカー及び撹拌機の重量＝１２５．０グラム
　（サンプルの）ポリビニルアルコールの固形分％＝９７．５０％又は小数としては０．
９７５０
　最終重量＝１２５．０＋（０．９７５０×４００）＝５１５．０グラム
　上載せ式天秤をゼロに合わせ、プロペラを備えるポリビニルアルコール溶液のビーカー
をその上に置く。脱イオン水を添加して、重量を計算された最終重量５１５．０グラムに
する。
　サンプルの固形分含有量は、粘度を測定するためには４．００＋０．０５％でなければ
ならない。
【０１１６】
　ｂ．粘度を測定する。
　４％ポリビニルアルコール溶液のサンプルを粘度計のチャンバ内に分注し、スピンドル
を挿入してそれを粘度計に取り付ける。チャンバＳＣ４－１３ＲＰＹを有するサンプルア
ダプタ（ＳＳＡ）、Ｕｌｔｒａｌｏｗアダプタ。スピンドルはＳＣ４－１８及び００であ
る。２０℃の温度でサンプルを平衡化させる。粘度計を開始し、定常状態の粘度値を記録
する。
　粘度＜１３ｃＰを０．０１ｃＰ単位で、１３～１００ｃＰを０．１ｃＰ単位で記録し、
１００ｃＰを超える粘度を１ｃＰ単位で記録する。
　計算された溶液固体含有量が４．００±０．０５％である場合、測定された粘度に対す
る補正は必要ない。そうでなければ、以下の等式を使用して、測定された粘度を溶液固体
の偏差に関して補正する。
【０１１７】
【数１】

　補正粘度＝２．７１８２８２（Ｌｏｇ補正粘度）
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【実施例】
【０１１８】
　ポリアクリレート香料カプセルを以下の通りに作製した：蛍光染料を含む３７．５ｇの
香料、０．２ｇのｔｅｒｔ－ブチルアミノエチルメタクリレート、及び０．２ｇのβヒド
ロキシエチルアクリレートからなる第１の油相を約１時間混合した後、１８ｇのＣＮ９７
５（Ｓａｒｔｏｍｅｒ（Ｅｘｔｅｒ，ＰＡ））を添加した。後のプロセスで必要になるま
で、溶液を混合した。
【０１１９】
　６５ｇの香油、８４ｇのイソプロピルミリステート、１ｇの２，２’－アゾビス（２－
メチルブチロニトリル）、及び０．８ｇの４，４’－アゾビス［４－シアノ吉草酸］から
なる第２の油相を、ジャケット付鋼製反応器に添加した。反応器を３５℃で保持し、油溶
液を、２”フラットブレードミキサーで５００ｒｐｍにて混合した。窒素ブランケットを
、３００ｃｃ／分の速度で反応器に適用した。溶液を４５分間で７０℃まで加熱し、７０
℃で４５分間保持し、その後７５分間で５０℃まで冷却した。５０℃で、第１の油相を添
加し、合わせた油を５０℃で更に１０分間混合した。
【０１２０】
　固形分５％のＳｅｌｖｏｌ　５４０ポリビニルアルコール（Ｓｅｋｉｓｕｉ　Ｓｐｅｃ
ｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｄａｌｌａｓ，ＴＸ）８５ｇ、水２６８ｇ、４，４’
－アゾビス［４－シアノ吉草酸］１．２ｇ、及び２１．５％ＮａＯＨ１．１ｇを含有する
水相を調製し、４，４’－アゾビス［４－シアノ吉草酸］が溶解するまで混合した。
【０１２１】
　油相温度が５０℃まで低下したら、混合を停止し、水相を混合油に添加した。高剪断撹
拌を適用して、所望のサイズ特性を有するエマルジョンを生成した（１９００ｒｐｍで６
０分間）。
【０１２２】
　温度を３０分間で７５℃まで上昇させ、７５℃で４時間保持し、３０分間で９５℃まで
上昇させ、９５℃で６時間保持した。
【０１２３】
　布地処理組成物の実施例１～３を、以下のように調製した。水及びポリアクリレート香
料カプセルを、ブレードミキサーを備えたプラスチック製ビーカー内で一緒に混合した。
実施例２及び３でも、増白剤プレミックスから開始して増白剤プレミックスを添加した。
増白剤１５、ジエチレングリコール、及びモノエタノールアミンを、ブレードミキサーを
備えたプラスチック製ビーカー内で一緒に混合することによって、実施例２の増白剤１５
プレミックスを作製した。
【０１２４】
　増白剤１５は、式
【０１２５】
【化８】

　に対応する。
【０１２６】
　増白剤３６、１，２－プロパンジオール、及びエトキシル化アルコールを、ブレードミ
キサーを備えたプラスチック製ビーカー内で一緒に混合することによって、実施例３の増
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白剤３６プレミックスを作製した。
【０１２７】
　増白剤３６は、式
【０１２８】
【化９】

　に対応する。
【０１２９】
　プレミックスは、増白剤が均質に分布できるように作製した。布地処理組成物（実施例
１～３）の詳細な組成を表１に提供する。
【０１３０】
　表１の組成物を用いて布地を処理する方法
　ランドロメーター（Launderometer）と呼ばれる小規模洗濯機シミュレータを使用した
。ランドロメーターのジャーに３ｇのパイル生地４片を装填した。２．５ｇの布地処理組
成物を１Ｌの水道水に添加した。３５０ｍＬのこの溶液（水道水＋布地処理組成物）をラ
ンドロメーターのジャー内で布地に添加した。ランドロメーターのサイクル時間を７分に
設定し、温度を２５Ｃに設定する。ランドロメーターのサイクル後、布地をＭｉｅｌｅ　
ＷＭに移し、１２００ｒｐｍで７分間遠心分離した。次いで、布地を６０℃のオーブン内
で３０分間乾燥させた。乾燥した布地を有益剤カプセルの付着について分析する（方法を
参照）。
【０１３１】

【表１】

【０１３２】
　シェル材料がポリビニルアルコールに由来する有益剤カプセルの付着は、ジアミノスチ
ルベン増白剤の非存在下において４５％であったが、本発明による増白剤を含む実施例２
及び３は、それぞれ６７％及び６２％と付着の改善を示した。増白剤１５は、商標名Ｔｉ
ｎｏｐａｌ　ＤＭＡ－Ｘ　Ｃｏｎｃ．、８６％活性物質としてＢＡＳＦによって供給され
、Ｉｎｄｏｒａｍａ　Ｖｅｎｔｕｒｅｓにより供給されたジエチレングリコール、１００
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物質と予混合した。増白剤３６は、商標名Ｏｐｔｉｂｌａｎｃ　ＵＬＤ、９０％活性物質
として３Ｖ　Ｓｉｇｍａによって供給され、Ｉｎｅｏｓにより供給された１，２－プロパ
ンジオール、１００％活性物質及び商標名Ｌｏｒｏｄａｃ　７－２６、１００％活性物質
としてＳａｓｏｌにより供給されたエトキシル化アルコールと予混合した。
【０１３３】
　布地処理組成物４～６を下記の通り調製した。水、クエン酸、及び溶媒を、ブレードミ
キサーを備えたプラスチック製ビーカー内で一緒に混合した。この混合物に、界面活性剤
、キレート剤、ビルダー、及びポリマーを、混合しながら添加した。最終ｐＨをエタノー
ルアミンで約７．５のｐＨ（１０％希釈）に調整した。次いで、混合物を周囲温度に冷却
し、更なる混合中、染料、酵素、ポリマー、防腐剤、加工助剤、及び構造化剤を添加する
。実施例５及び６についても、増白剤プレミックスを添加した。増白剤１５、ジエチレン
グリコール、及びモノエタノールアミンを、ブレードミキサーを備えたプラスチック製ビ
ーカー内で一緒に混合することによって、実施例５の増白剤１５プレミックスを作製した
。増白剤３６、１，２－プロパンジオール、及びエトキシル化アルコールを、ブレードミ
キサーを備えたプラスチック製ビーカー内で一緒に混合することによって、実施例６の増
白剤３６プレミックスを作製した。プレミックスは、増白剤が均質に分布できるように作
製した。布地処理組成物の詳細を表２に提供する。
【０１３４】
　表２の組成物を用いて布地を処理する方法
　各試験につき、ランドロメーターのジャーに３ｇのパイル生地４片を装填した。以下の
ように布地処理組成物を調製し、２ｇの布地処理組成物を１Ｌの水道水に添加した。３５
０ｍＬのこの溶液（水道水＋布地処理組成物）をランドロメーターのジャー内で布地に添
加した。ランドロメーターのサイクル時間を９分に設定し、温度を３０℃に設定する。ラ
ンドロメーターのサイクル後、布地をＭｉｅｌｅ　ＷＭに移し、１２００ｒｐｍで７分間
遠心分離する。次いで、布地を６０℃のオーブン内で３０分間乾燥させる。乾燥した布地
を、「有益剤カプセルの付着を測定する方法」に記載されるように、有益剤カプセルの付
着について分析する。
【０１３５】
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【表２】

【０１３６】
　増白剤１５（実施例５）及び増白剤３６（実施例６）の存在によって、封入香料の付着
が、比較例４と比べて改善されたことが表２から明らかである。増白剤１５（実施例５）
は、増白剤３６（実施例３）よりも付着の更なる改善を示した。
【０１３７】
　本明細書にて開示された寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限定されるもの
として理解されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、そのような各寸法
は、列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意図され
ている。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するもの
とする。
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